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図書館へ行こう
国見町図書館からのお知

らせや新刊図書情報を掲

載しています。ぜひお友

だち登録してください！

▲ LINE 登録は
　コチラから

子ども司書講座 「読み聞かせの仕方を覚えよう・おはなし会を組み立てよう」

　福島子どもの本を広める会の瓶子美千子先生を迎え、1 月 21 日に司書講座が

開催されました。幼少期に絵本を読んでもらった記憶が自分を励まし生きる力

になっていく事、五感を使った体験をすることで「絵本」が理解できるように

なるなど、幼少期に絵本に親しむことの必要性についてお話がありました。

　また、閉講式でのおはなし会に向け、対象年齢に合わせた絵本を選書し、わ

らべうたを取り入れたプログラムを組み立て、練習をしました。読み聞かせの

ポイントなどのアドバイスを受け、読み方に気を付けながら練習を重ねました。

本番に向け、楽しいおはなし会になるよう頑張る姿が見られました。

「節分」は年に 4 回あることは知っていましたか？

　節分とは文字の通り「節分」＝「季節を分ける」つまり、季節が変わる日の事で、立春・

立夏・立秋・立冬それぞれの前日が「節分」です。

　旧暦では立春が一年の始まりと考えられ特に重んじられていたので、次第に節分と

いえば春の節分を指すようになりました。

　節分の豆まきは、季節の変わり目に起こりがちな病気や災害を鬼に見立てて追い払

う儀式。宮中で節分に行われていた「追
つ い な

儺」という鬼払いの儀式が広まったものです。

昔から節分には厄を払い、新年の幸せを願う行事が日本各地で行われ、現在も大切に

されています。

 観月台カレッジ全体学習 「初笑い落語を聞く会」

　全体学習「初笑い落語を聞く会」が 1月 20 日、観月台文化センター

ホールで開催され、約 70 人が参加しました。

　「ふくしま素人落語の会」の皆さんにお世話になり、今年で 8 回

目の開催となりました。毎回バラエティーに富んだ内容で、今回は

落語やマジック、三味線などが披露されました。会場は楽しい笑い

に包まれるとともに、出演者の皆さんの軽快な話術に引き込まれ、

和やかなひと時を過ごすことができました。三味線演奏に合わせて

の野球拳には全員が参加し、大いに盛り上がりました。

■図書館臨時閉館のお知らせ

蔵書点検のため、下記の期間閉館します。ご理解、ご協力をお願いします。

※閉館期間中の本の返却は、観月台文化センター正面入り口に設置の返却ボックスに投函してください。

3月 22日水～ 24日金期 間

大切にしたい、にっぽんの暮らし。

さとうひろみ／著
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生涯学習通信
国見町教育委員会生涯学習課（観月台文化センター）

☎ 585-2676　Fax585-2707

E-mail : shogai@town.kunimi.fukushima.jp

▶ Lifelong-Learning

元気な子どもたちが雪原を滑走 ‼

子どもスキー教室

　公民館事業「子どもスキー教室」を、みやぎ白石蔵

王スキー場で 1月 15 日に開催しました。

　10 人の小学生と 3 人の中学生が参加。福島不忘ス

キークラブ所属の SAJ 公認スキー指導員 3 人を講師に

迎え、楽しくスキーに挑戦しました。

　今回初めてスキーを体験した児童が、リフトに乗っ

てコースを滑れるようになったり、経験者が上級コー

スに挑戦したりと、講師は子どもたちの上達の速さに

驚いていました。

▲寒さにも負けず楽しくスキーを体験しました

集中して学習に取り組みました

地域学校協働本部事業「冬休み学習会」

　冬休み初日の 12 月 24 日から 3 日間、観月台文化セ

ンターで冬休み学習会が開催されました。参加した小

学 5・6 年生 26 人は、ボランティアの大学生に質問し

ながら集中して自習を行いました。学校の宿題を終え

た参加者は、チャレンジ問題に次々と取り組みました。

▲学生ボランティアと一緒に数学オリンピックの問題にチャレンジ！

化学を楽しく学ぶ

国見っ子わんぱく広場「サイエンスショー」

　国見っ子わんぱく広場ではムシテックワールドから

講師を迎え、1月 14 日にサイエンスショーと工作を行

いました。サイエンスショーでは液体窒素を使った実

験を行いました。雲のような白い煙が発生すると児童

たちから歓声があがり、「なんで？」という疑問の声

も聞かれました。また、工作ではビックリ袋を作成。

輪ゴムと座金を使用して作る簡単なものですが、袋を

開けると虫が暴れるような音がします。児童たちは「家

族と一緒にやる！」と楽しそうに話していました。

▲液体窒素を使った実験では歓声があがりました

耳で聞く文学はいかがですか？

くにみ観月台カレッジ 芸術鑑賞


